
次の75周年から、さらに150周年に向かって次の75周年から、さらに150周年に向かって

茨城大学は、今年、創立 75 周年、
さらに最も古いルーツ校である拡
充師範学校の創設から数えて創基
150 周年という節目を迎え、新たな

75 年、150 年に向かって歩みを始めます。その記念
すべき年の 4 月に、まず「地域未来共創学環」がスター
トします。この教育カリキュラムの特色である“コー
オプ実習”では、地域の企業や自治体と連携して新
たな教育の仕組みを展開させていきます。2 つ目は、
学生支援のバージョンアップです。本学は、4 階層
からなる「教育の質保証システム」を構築してきま
した。次なる挑戦は、学生自身の「質保証」のアク
ションを支えることです。多様な「学生の自己実現

（なりたい自分になる）」を実現できるように、学生
の将来像づくりを支え、学生生活だけでなく、学業
に関する悩みの解決をこれまで以上に支援する統合
的な組織をつくります。3 つ目は、「サステイナビリ
ティ学の拠点」として国際的な存在感を示すことで
す。これまでの「サステイナビリティ学」の教育研
究を深化させ、気候レジリエント開発に向けた“ア
ジア地域総合気候変動科学”の共創に取り組みます。

私たちは、今、戦争が拡大する混乱の時代を生き
ています。一刻も早く戦争を終結させることは、世
界のだれもが持つ思いのはずです。本学の全教職員
は、そのことを信じて、平和を希求する心を持ち続
けて、大学業務にあたっていきます。今後とも、同
窓生の皆さまのご支援をお願いするとともに、同窓
会連合会の発展を祈念しております。

我々を取り巻く環境は常に激変し
ております。企業や産業も大きく変
化しており、例えば、VTR（ビデオ
テープレコーダー）産業や半導体産

業は、かつて世界を席巻しましたが、今や VTR 産業
は消滅し、半導体産業は国と外国企業の支援を受け
て復活を図っている状況です。このような中で組織が
生き延びるための必要条件は、変化できるポテンシャ
ルを持つ、ということだと思います。変化の大きい企
業ほど成長しております。自ら変われないものは生き
残れません。

茨城大学も大きく変化しており、2024 年度から文
理横断型の新しい組織である地域未来共創学環が開
設されます。また、現在注目されているデータサイエ
ンスやジェネレーティブ AI に対応できる卒業生を増
やすべく、その関連学科・専攻の学生数を増加します。

同窓会組織も、5 学部の同窓会が連携した同窓
会連合会を校友会に移行しようと取り組んでおり
ます。今 後、同 窓 会と大 学との 連 携 の 強 化、情
報の共有などを更に推し進めて参ります。なお最
後に、2023 年に全 国 公開され た映 画「Winny」を
紹介しておきたいと思います。この映画は茨城大
学 情 報 工学 科・情 報 工学 専 攻出身の、天 才と呼
ばれたソフトウェア技術者が主人公になっております。
彼は、ネット社会を変革するファイル交換ソフトを、
約 20 年前に世界に先駆けて開発・公開し、裁判で戦
い勝利を勝ち取りました。このような卒業生がいたこ
とは同窓会の誇りであり、我々に勇気と元気を与える
ものだと思います。

茨城大学同窓会連合会
　　　　会長　杉田　龍二

　　　茨城大学
　　　学長　太田　寛行
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同 窓 会 交 流 コ ー ナ ー  同 窓 会 交 流 コ ー ナ ー  同 窓 会 交 流 コ ー ナ ー

昨年度は、初めての試みとして、総会開催を茨苑祭とホームカミングデーに合わせて、11 月にしました。また、
会場も人文社会科学部の 10 番教室とするなど大学や人文社会科学部のご協力を得て、マスク着用や手指消毒など

感染防止対策をしながらの開催でし
た。

今年度は、理事会の開催となってお
りましたので 11 月 11 日（土）に、以
前のように市内のホテルで開きまし
た。理事会では、令和 4 年度の事業
活動報告及び決算報告、令和 5 年度
の事業計画及び予算について承認され
ました。その後、従来であれば、理事
会後に懇親会を行っておりましたが、
コロナ禍を考慮し、出席者全員で記念
写真を撮り、1 時間程度の昼食会とし、
解散いたしました。

文理・人文学部同窓会副会長兼幹事長　鈴木　章史文理 ・ 人文学部同窓会の近況報告

おける定員確保の問題について触れられました。この問
題については同窓会としても共有すべきことと認識し、
何らかの形で理学部と協力していきたいと思っております。

幹事会において承認をいただいた 2023 年度の同窓会
活動については、会報 26 号の発行、同窓会会員名簿保守・
更新、ホームページの運用など順調に推移しております。
また、支部活動についても京水会（東京支部）が 11 月
18 日（土）に、理水会（水戸支部）が 11 月 11 日（土）に
3 年ぶりに開催され、幹事会の対面式での開催と合わせ
て常任幹事会活動の定常化が図られております

2023 年度・同窓会常任幹事会の活動方針の承認をいただくための幹事会が 2023 年 6 月 17 日（土）、理学部イン
タービュールームにおいて 3 年ぶりに対面式で開催されました。当日は 30 名の幹事の方々のご出席をいただき、
前年度の活動報告を含め常任幹事会提案事項のすべてに承認をいただくことができました。会議終了後岡田名誉会
長（理学部長）から「理学部の現状」と題する講演をいただきました。講演の中で名誉会長は大学院博士後期課程に

理学部同窓会会長　鈴木　忠和理学部同窓会の近況報告

令和 4 年度は幹事会・総会を対面で 6 月 25 日（日）に開催いたしました。小島睦新会長のも
と予算審議や事業計画について話合いました。会の同意を経て、今年度も予算から教育学部に
教員採用試験対策等の費用として 100 万円を拠出しました。総会後、教育学部を退職された 4
名の先生をお迎えして祝賀会を行いました。また同窓会では会のロゴマーク
を作成し、そのロゴを入れたクリアファイルも作成しました（図参照）。今
年度の卒業生にまず配布をする予定でおります。また、現在同窓会ホームペー
ジを制作中で、新年度中には公開できる予定ですのでお待ちください。

教育学部同窓会幹事長　齋藤　英敏教育学部同窓会の近況報告

ロゴとそのロゴが入ったクリアファイル

2023 年度の代表的な活動として、5 月に多賀工業会報 66 号（A4 カラー、110 ページ）を発行し、新たに「奨
学一時金」の第 1 号の助成を受けた 6 名の院生による国際会議体験記を掲載しました。7 月 1 日（土）には、多賀工

多賀工業会理事　清水　淳多賀工業会 （工学系同窓会） の近況報告

2023年度・幹事会集合写真

第38回理事会出席者の記念写真
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茨苑祭との同時開催

令和 4 年度から令和 5 年度にかけて、茨城大学農学部同窓会は第 2 回及び第 3 回の学生表彰を行いました。令
和 5 年 3 月 31 日（金）に行われた令和 4 年度農学部同窓会表彰学生表彰式（後期）では、学部 2 年次生の 7 名が受
賞しました。受賞者代表学生は以下のようにお礼のことばを述べました。「私たちは学生生活を支えてくださった
皆様に感謝しています。今後は、この 2 年間で身につけた知識を活かして、コロナ禍で制約されていたアクティ

農学部同窓会幹事長　小松﨑　将一農学部同窓会の近況報告

ブラーニングを積極的に行い、更なる努力を続
けていきます。」また、令和 6 年 1 月 31 日（水）
の令和 5 年度農学部同窓会表彰学生表彰式（前
期）では、学部 4 年生の 7 名と修士 1 年生の 7
名が受賞しました。授賞式で中村会長は、「日
頃の皆様の努力が評価されたことを心からお祝
い申し上げます。この受賞を機に、同窓会が皆
様の学生生活をサポートし続けられるよう努力
してまいります。」とエールを送られました。

大 学 ト ピ ッ ク ス大 学 ト ピ ッ ク ス大 学 ト ピ ッ ク ス

令和 5 年 6 月及び 11 月に学生団体の課外活動の応援を目的と
して、昨年度に続きオンラインチャリティーイベント「Ibaraki 
University Giving Campaign 2023」を開催しました。今年度は 2
回開催し、70 以上の学生団体が参加し、延べ 15,000 人以上の方か
ら応援や温かなメッセージをいただき、大きな盛り上がりとなりま
した。

本イベントで集まった寄附金は、学生団体への支援等に活用させ
ていただきました。

学生団体応援イベント 「Ibaraki University Giving Campaign 2023」 を実施

「茨城大学ホームカミングデー 2023」 を開催

令和 5 年 11 月 11 日（土）に「茨城大学ホームカミングデー
2023」が茨城大学の主催、同窓会連合会の共催で開催され、太田
学長による大学の近況報告、学長特別補佐（SDGs 推進）による
SDGs に関する特別講演の後、オンラインチャリティーイベントに
参加した学生代表からの報告などが行われました。当日は、80 名
以上の方にご参加いただき、盛況のうちに幕を閉じました。

また、水戸キャンパスでの学園祭「茨苑祭」と同時開催となりま
したので、本プログラムの終了後には茨苑祭を楽しんでいる方もい
らっしゃいました。

業会館で対面では 4 年ぶりとなる理事会を開
催し、本部や支部から集まった理事同士が久
方ぶりの再会を喜び合いました。11 月 4 日

（土）のこうがく祭では、多賀工業会館で例年
に倣い写真・絵画展（写真上段参照）を開催し、
多くのギャラリーが興味深く閲覧する様子が
見られました。昨年に続き OB・OG による
学生向け懇談会（写真下段）も開催し、就活
を控えた学生からの真剣な質問に丁寧に受け
答える光景が見られました。これらのこうが
く祭の様子は、多賀工業会のインスタグラム
にも掲載されておりますので、ぜひご覧くだ
さい。このように、コロナ禍からの脱却を果
たした多賀工業会の活動に対し、益々のご支
援をよろしくお願い申し上げます。

こうがく祭の写真・絵画展（上段）と学生向けOB・OG懇談会（下段）の様子

令和 5 年度茨城大学農学部同窓会表彰学生表彰式

多くの応援をいただきありがとうございました。
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茨城大学HP
　http://www.ibaraki.ac.jp/
茨城大学同窓会連合会HP
　https://www.ibaraki.ac.jp/generalinfo/alumnus/union/

茨城大学同窓会連合会事務局
（国立大学法人茨城大学総務部基金・同窓会課内）
〒310－8512　水戸市文京2－1－1
電話：029－228－8781　FAX：029－228－8249

令和 5 年 6 月と 11 月の 2 回開催した Giving Campaign
では、延べ 15,000 人以上の方にご参加いただきました。
これは参加大学の中でも上位に入る参加人数となってお
り、学生の呼びかけに対して友人や保護者だけでなく、卒

業生の皆さまのお力添えがあったからこそ大きな盛り上がりになった
ものと感じております。学生からはコロナ禍により途切れていた卒業
生との繋がりを感じる機会となったとの話も伺いました。同窓会連合
会は、学生と卒業生との繋がりを様々な形で繋げていけるよう活動を
行ってまいります。 A.E

編集
後記

収　入 支　出
事　項 当初予算 収入額 備　考 事　項 当初予算 支出額 備　考

円 円 円 円

1繰 越 金 818,071 818,071 1 管理費 135,000 128,230
 （1）通信費 10,000 5,030 会報郵送費

2会 費 250,000 250,000 同窓会連合会会費
（ 5 学部同窓会× 5 万円） （2）印刷費 120,000 121,000 会報 5,000 部印刷

 （3）事務費 5,000 2,200 振込手数料

3事 業 費 0 0
2 事業費 1,340,000 1,300,000

4 預金利息 7 9 2 月分・8 月分  （1）会議費 10,000 0 役員との懇談会費

 （2）交際費 30,000 0 職域同窓会総会等経費

5寄 附 金 1,200,000 1,200,000 茨城大学基金への寄附  （3）寄附金 1,250,000 1,250,000 茨城大学基金への寄附

 （4）共催金 50,000 50,000 ホームカミングデー2022
の共催費

3 予備費 793,078 0
合　　計 2,268,078 2,268,080 合　　計 2,268,078 1,428,230

次年度繰越額 839,850

令和 4 年度収支決算 （会計期間：R04.10.1 ～ R05.9.30）
年月日 事業項目 内　容

R4/10/ 6 第45回幹事会

①第17回茨城大学同窓会の議事について
②令和4・5年度役員について
③現役学生の教育研究活動充実に向けた支援の協力について
④「茨城大学情報ネットワークシステム利用要項」に基づく手続きについて
⑤第17号会報の発行について
⑥ホームカミングデー2022の実施について
⑦令和4年度同窓会連合会会費の納入依頼について

R4/10/28 第17回総会

①令和3年度事業報告及び収支決算について
②現役学生の教育研究活動充実に向けた支援の協力について
③令和4年度事業計画案及び予算案について
④令和4・5年度役員について
⑤茨城大学ホームカミングデー2022の実施について
⑥「茨城大学情報ネットワークシステム利用要項」制定に伴う手続きについて

R4/11/13 ホームカミングデー2022の開催

茨苑祭の開催に合わせて、ホームカミングデー2022を開催。
①学長挨拶　②茨城大学基金感謝状贈呈式
③学生報告（サークル活動・留学・プロジェクト報告）
④茨大思い出写真紹介

R4/11/17 「茨城大学基金」へ寄附 ［ホームカミングデー支援］　寄付金：50,000円

R5/ 2/13 「茨城大学基金」へ寄附 ［現役学生の教育研究活動充実支援］　寄附額：1,200,000円
［通常寄附］　寄附額：50,000円

R5/ 2/16 第15回意見交換会

①茨城大学校友会（仮称）の設立について
②同窓会会報の図書館への受入について
③各同窓会からの報告
④茨城大学からの報告事項

R5/ 3/14 会報「第17号」発行 発行部数：5,000部
卒業生・修了生への配付、職域同窓会等への郵送

R5/ 8/29 第46回幹事会
①校友会の創設について
②ホームカミングデーの実施について
③ Giving Campaign 2023について

令和 4 年度事業報告 （事業期間：R04.10.1 ～ R05.9.30）

収　入 支　出
事　項 決算額 備　考 事　項 決算額 備　考

円 円

1繰 越 金 839,850 1 管理費 135,000

 （1）通信費 10,000
会報郵送、総会案内
発送等

2会 費 250,000
同窓会連合会会費

（ 5 学部同窓会× 5 万円）
 （2）印刷費 120,000 会報 5,000 部印刷

 （3）事務費 5,000 消耗品、振込手数料

3事 業 費 0

2 事業費 1,340,000

4預 金 利 息 9 2 月分・8 月分  （1）会議費 10,000 役員との懇談会費

 （2）交際費 30,000 職域同窓会総会等経費

5寄 附 金 1,200,000 茨城大学基金への寄附  （3）寄附金 1,250,000 茨城大学基金への寄附

 （4）共催金 50,000 ホームカミングデー2023の共催費

3 予備費 814,859

合　　計 2,289,859 合　　計 2,289,859

令和 5 年度予算 （会計期間：R05.10.1 ～ R06.9.30）令和 5 年度事業計画
年月日 事業項目 内　容

R5/10/31 第47回幹事会

【審議事項】
①第18回総会の議事について
［審議事項］
・令和4年度事業報告及び収支決算について
・同窓会への支援要請について（周年事業等）
・令和5年度事業計画・予算について
・大学と同窓会との情報連携について（個人情報の共有化）

［報告事項］
・校友会創設に向けた中間状況説明
・茨城大学ホームカミングデー2023の実施・結果について
・Giving Campaign 2023の実施・結果について
・「茨城大学情報ネットワークシステム利用要項」に基づく手続きについて

②第18号会報の発行について
【報告事項】
①令和5年度同窓会連合会会費の納入依頼について

R5/11/11 茨苑祭
ホームカミングデー2023

①開会挨拶
②特別講演
③学生報告
④学生発表
⑤大学報告
⑥校歌静聴、閉会挨拶、記念撮影

R5/11/20 第18回総会
第15回意見交換会

【審議事項】
①令和4年度事業報告及び収支決算について
②同窓会への支援要請について（周年事業等）
③令和5年度事業計画・予算案について
④大学と同窓会との情報連携について（個人情報の共有化）
⑤その他

【報告】
①校友会創設に向けた中間状況説明
②茨城大学ホームカミングデー2023の実施・結果について
③Giving Campaign 2023の実施・結果について
④「茨城大学情報ネットワークシステム利用要項」に基づく手続きについて

R5/11/21
（総会）以降 「茨城大学基金」へ寄附 5万円＋120万円

R6/ 3 会報「第18号」発行 発行部数：5,000部（案）
卒業生・修了生への配付を予定

R6/ 6 第48回幹事会（予定）
【主な議題】
水戸キャンパス茨苑祭（11月）でのホームカミン
グデー実施について

R6/ 8 第49回幹事会（予定）
【主な議題】
11月開催の茨城大学と同窓会連合会及び学部同
窓会との総会及び意見交換会について

（事業期間：R05.10.1 ～ R06.9.30）

茨城大学同窓会連合会役員 （令和 4 年 10 月 29 日～令和 6 年 11 月開催の総会まで）

副 会 長 小島　　睦　（教 育 学 部 同 窓 会 会 長）
副 会 長 鈴木　忠和　（理 学 部 同 窓 会 会 長）
副 会 長 中村　直紀　（農 学 部 同 窓 会 会 長）
代表幹事 原田　隆郎　（多 賀 工 業 会 理 事）
幹　　事 鈴木　章史　（文理・人文学部同窓会副会長兼幹事長）
幹　　事 齋藤　英敏　（教 育 学 部 同 窓 会 幹 事 長）
幹　　事 中井　英一　（理 学 部 同 窓 会 常 任 幹 事）
幹　　事 清水　　淳　（多 賀 工 業 会 理 事）
幹　　事 小松﨑将一　（農 学 部 同 窓 会 幹 事 長）
会計監事 小荒井　衛　（理 学 部 同 窓 会 常 任 幹 事）
会計監事 長南　　茂　（農 学 部 同 窓 会 幹 事）

名誉会長 太田　寛行　（茨 城 大 学 長）
顧　　問 久留主泰朗　（茨城大学理事・副学長（総括理事・教育））
顧　　問 佐川　泰弘　（茨城大学理事・副学長（学術・企画・評価））
顧　　問 井上　卓己　（茨城大学理事・事務局長（総務・財務））
顧　　問 鳥羽田英夫　（茨城大学理事（社会連携・基金運営））
顧　　問 菊池あしな　（茨城大学理事（ダイバーシティ・国際・SDGs））
顧　　問 能島　征二　　日 本 藝 術 院 会 員

　公益社団法人日本美術展覧会副理事長
　公 益 社 団 法 人 日 本 彫 刻 会 常 務 理 事

会　　長 杉田　龍二　（多 賀 工 業 会 会 長）
副 会 長 大和田一雄　（文 理 ・ 人 文 学 部 同 窓 会 会 長）

令和 5 年 11 月 20 日（月）に、茨城大学同窓会連合会総会を行いました。杉田会長及び太田学長にご挨拶いただき、
「令和 4 年度の事業報告・収支決算」、「令和 5 年度の計画案・予算案」に続いて、大学と同窓会連合会及び各同窓
会との連携及び令和 6 年度に発足を予定している校友会について審議・報告が行われました。

また、意見交換会では、各同窓会から活動報告及び今後の活動予定について説明があり、大学からは創立 75 周年・
創基 150 周年の記念事業に関する報告を行いました。

茨城大学同窓会連合会会報
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